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浅間山噴火を想定したロールプレイング方式防災訓練を実施

浅間山噴火時の防災対応を円滑かつ効果的に実施す
るためには、平常時からの防災訓練が重要になります。こ
のため、浅間山周辺の自治体及び防災関係機関等から
構成される浅間山火山防災協議会では、浅間山噴火時
の防災対応の確認と関係機関の情報共有の実践を目的
とした防災訓練を実施しました。本訓練は平成１９年度か
ら実施され、今回が１１回目です。

御代田町長挨拶 田村事務所長挨拶

訓練の様子



・中規模噴火、噴火警戒レベル３から噴火警戒レベル４

２．訓練目的

１．訓練想定

３．訓練開催日時・会場

・融雪型火山泥流に係る防災対応についての申し合わせに示され
た防災行動や情報連絡体制の確認。
・砂防部局は緊急調査及び緊急減災対策の実施内容を確認。
・火山防災協議会の活動内容の確認、実働に向けての課題抽出。

実施日時 平成３０年１１月１３日（火）１３時００分～１６時３０分
開催場所 エコールみよた（あつもりホール）

（長野県北佐久郡御代田町 大字馬瀬口１９０１－１）
参加機関
浅間山火山防災協議会 構成機関
（群馬県、長野県、長野原町、嬬恋村、小諸市、佐久市、御代
田町、軽井沢町、気象庁、警察、利根川水系砂防事務所 等）

４．ロールプレイング方式防災訓練について

■訓練会場内で時々刻々と変化する情報を
机上で集めて災害状況を把握し、状況に
応じた各機関の対応策を実施する。
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プレイヤー プレイヤー

■災害の状況を現実に近い時間推移で想定した
訓練シナリオを作成し、開始から訓練シナリ
オに沿ってプレイヤーに情報を付与する。
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